
令和 7 年度 北見カトリック学園 認定こども園 網走藤幼稚園 

学校評価（関係者）評価結果 

 

１．評価項目の達成状況 

 

保育の計画性 

園の教育理念、保育教育方針の理解・・・・結果 4.0 

指導計画の作成・・・・・・・・・・・・・・・4.0 

環境の構成 （教具・展示・場・空間）・・・・・3.8 

 

【理由】 

＊指導計画の作成について内容は不明だが、子どもたちを通して感謝や慈愛の心が育って

いることを実感する。 

＊季節や自然を感じる空間や作品提示を通して環境の構成が伝わる。 

＊聞く力、話す力、考える力を育て、表現活動を通して自分を表わすという教育理念が子

ども自身の成長の姿からもその学びが身についていることを実感している。 

 

保育の関わり・幼児の対応 

健康と安全の配慮・・・・・・・4.0 

遊びの援助・・・・・・・・・・4.0 

年齢や発達への配慮・・・・・・4.0 

保育者同士の協力連携・・・・・4.0 

 

【理由】 

＊具体的な場面を目にする機会はないが、取り組み努力されていると思う。 

＊健康と安全の配慮として、園児の怪我や事故もなく、感染症の広がりも抑えられており、

日ごろの消毒や換気など、先生方の細やかな配慮を感じる。 

 

教員としての資質・能力・良識・適正 

専門家としての能力・良識・義務・・・4.0 

良識とマナー・・・・・・・・・・・・4.0 

組織の一員としてのありかた・・・・・4.0 

 

【理由】 

＊一人ひとりに寄り添った保育をしており、いつも笑顔で温かく対応しされていることに

感謝している。 

＊具体的な場面を目にする機会はないが、取り組み努力されていると思う。 

 

 



保護者への対応 

情報の発信と受信・・・・・・・・4.0 

協力と支援・・・・・・・・・・・4.0 

守秘の遵守・・・・・・・・・・・4.0 

対応上のマナーと良識・・・・・・4.0 

クレームへの対応の仕方・・・・・4.0 

 

【理由】 

＊ブログ等の情報の発信が素晴らしいと思う。また保護者の信頼につながっていると感じ

る。 

＊職員の皆さんの笑顔と丁寧な言葉使いにはいつも良い気持ちにさせてもらっている。 

＊守秘義務やクレーム対応についても同様に取り組まれていると思う。 

＊風邪等による欠席について状況をわかりやすく知らせているため園内の様子が把握でき

安心感がある。 

＊悪天候の場合も迅速な連絡を行い対応している。 

 

 

地域の自然や社会との関わり 

地域の自然、人々との関わり・・・・4.0 

小学校との連携・・・・・・・・・・4.0 

地域への開放と支援・・・・・・・・3.8 

 

【理由】 

＊老人ふれあいの家の訪問や未就学時に向けたプレ教室やゴミ拾い等、いろいろな取り組

みをされていると思う。 

＊ふれあいの家訪問は子どもたちにとってとても貴重な機会だと思う。地域の方々と一緒

に手あそびをしたり、折り紙を折ったりと温かい交流の中でたくさんのことを学んでい

ると思う。 

 

 

研修と研究 

研修、研究への意欲・・・・・・・・・・・・・・4.0 

保育教諭としての専門性に関する研究・研修・・・4.0 

遊具、教材に関する研修・研究・・・・・・・・・4.0 

 

【理由】 

＊地域の町内会による津波災害訓練に先生方が参加をされている様子をブログで見た。万

が一の際にも適切な対応につながる取り組みをしていることに心強さを感じる。 

＊取り組み、参加をされていると思う。 



安全管理 

施設・設備・園児に関する安全管理・・・・・3.8 

衛生に対する安全管理・・・・・・・・・・・3.8 

 

【理由】 

＊日頃より丁寧に対応しており安心している。 

＊取り組み、参加をされていると思う。 

 

教育内容 

保育教育の計画性・・・・・4.0 

職員体制の充実・・・・・・4.0 

未就園児支援・・・・・・・4.0 

教育相談機能・・・・・・・4.0 

預かり保育・・・・・・・・4.0 

 

【理由】 

＊毎月カリキュラムの内容を配信しており、活動内容を知ることができ嬉しく思う。 

＊毎日忙しいと思うが無理のない形で有給休暇の取得など調整し進めて欲しい。 

 

２．今年度の総評・・・4.0 

 

【理由】 

＊業務の効率化を図るコドモンの活用が素晴らしいと思う。 

＊ありがとう・ごめんね・いいよの気持ちを大切にするという思いを基に丁寧な保育がで

きていると思う。 

＊具体的な状況（事故・保護者へのクレーム対応・研修会への参加等）はわかりませんが、

行事や家族の送迎などを通して感じる中では、限られた時間や環境の中で十分努力、工

夫して保育に取り組んでいると思う。 

 

3．  次年度に向けての課題 

 

＊少子化に対して学校も配置に関する検討が始まっている。近い将来、教育や保育の質を

保ちつつどう対応できるのか切実なる課題だと感じる。 

＊今後毎年の課題になると思うが、少子化・園児減少の問題などが一番頭を悩ませる課題

と思う。力になれることがあれば協力したい。 

＊遊戯室にもエアコン設置を望みます。 

＊時代の変化により、求められるものも変化し大変な仕事と思うが、社会の変化に応じな

がらも、その根底にあるキリスト教の理念の継承をどう保育の中で両立させていくがが

課題ではないか。 


